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株式会社ふくおかフィナンシャルグループ 2024 年 11 月 26 日 

 

グリーン預金フレームワーク  サステナブルファイナンス本部 

担当アナリスト:森安 圭介 

 

格付投資情報センター（R&I）はふくおかフィナンシャルグループのグリーン預金フレームワーク（2024 年 11 月

策定）が、以下の原則の趣旨に準じるものであることを確認した。 

 

 

■資金使途 

事業区分 適格クライテリア 

再生可能エネルギー 

太陽光発電、風力発電、地熱発電、バイオマス発電（持続可能な原料または廃棄物

に限る）、小規模水力発電、蓄電池（容量市場、卸電力事業、需給調整市場等の電

力市場を活用して電力事業を行う、蓄電池事業に対する融資） 

■オピニオンの位置付け 

グリーンボンド原則は預金商品を想定して策定されたものではないため、本グリーン預金フレームワークに関して原

則への適合性を評価することはできない。一方、預金の受け入れがグリーンボンドの発行による資金調達に相当

するという整理の下で、本グリーン預金フレームワークがグリーンボンド原則の各要素「調達資金の使途」「プロジェ

クトの評価と選定のプロセス」「調達資金の管理」「レポーティング」の求める特徴を持つことを確認できた。したがっ

て R&I は本グリーン預金フレームワークがグリーンボンド原則の趣旨に準じるものであると判断した。 

1. ふくおかフィナンシャルグループの概要 

 ふくおかフィナンシャルグループ（FFG）は、九州全域にネットワークを構築する広域展開型の地域金融グルー

プ。九州を地盤にそれぞれ長い歴史をもつ福岡銀行、熊本銀行、十八親和銀行、福岡中央銀行の４つの地

方銀行、日本初のデジタルバンクであるみんなの銀行を中心に、証券会社、カード会社、コンサルティング会

社などの関連会社を有し、多様なグループ機能を備えている。地域金融機関としては国内最大規模を誇る。 

 FFG は、地域の持続的な発展に向け、グループ経営理念に基づく事業活動を通じて、地域が抱える社会課

題、環境課題の解決に取り組んでいる。グループのこのような事業活動の取り組みは、世界的に関心が高ま

っている、国連で採択された SDGs（持続可能な開発目標）と考え方を同じくするものであり、SDGs に対する

基本的な方針として「サステナビリティ方針」を制定し、事業活動との一体性を高めることで、持続可能な地

域社会の実現（サステナビリティ）を目指している。 

グリーンボンド原則（202１、ICMA） 
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＜サステナビリティ方針＞ 

ふくおかフィナンシャルグループは、グループ経営理念に基づく事業活動への取り組みを通じて、 

「地域経済発展への貢献」と「FFG 企業価値の向上」の好循環サイクルを創出し、持続可能な 

地域社会の実現に貢献してまいります 

 FFG では、顧客の環境・社会課題解決、脱炭素社会の実現に資するファイナンスを「サステナブルファイナン

ス」と位置づけ、以下のように取り組みを強化してきた。今般開始する「FFG グリーン預金」は、FFG のサステ

ナビリティ活動への取組において、預金と融資をつなげる形で実践するものである。 

 

 

 

 

 

 

 

[出所：ふくおかフィナンシャルグループ ウェブサイト] 

2. 調達資金の使途 

調達資金の使途として示された対象プロジェクトは明確な環境改善効果をもたらす。調達資金の使途は適切で

ある。 

(1) 対象プロジェクト 

 本グリーン預金による調達資金は、適格クライテリアを満たすプロジェクトの新規貸出、または既存融資に充

当される予定である。既存融資に充当する場合は、過去３年以内に実行された貸出を対象とする。資金使

途は、グリーンボンド原則で例示されている事業区分「再生可能エネルギー」に該当する。 

カテゴリー 資金使途 

再生可能エネルギー 

太陽光発電、風力発電、地熱発電、バイオマス発電（持続可能

な原料または廃棄物に限る）、小規模水力発電、蓄電池（容量市

場、卸電力事業、需給調整市場等の電力市場を活用して電力事

業を行う、蓄電池事業に対する融資） 

 

 グリーン預金の概要は以下の通り。FFG がグループ共通のフレームワークを策定し、下記 4 行で「FFG グリー

ン預金」として順次募集を開始する予定。当初は円貨かつ法人向けの募集を予定しているが、今後外貨や

個人向けへの拡大や預入金融機関の拡大、それに伴って(4)～(6)の内容が変更される可能性がある。いず

れの場合も調達資金の充当管理などが適切に実施されることを、FFG へのヒアリングを通じて確認した。 
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■グリーン預金概要（当初予定） 

 

(2) 環境改善効果 

 再生可能エネルギーの発電事業を適格クライテリアに設定することで、適格プロジェクトへの融資がもたらす

環境改善効果として CO2 排出量の削減が見込まれる。 

＜SDGs への貢献＞ 

 グリーン預金による調達資金を充当する適格プロジェクトは 「7. エネルギーをみんなに そしてクリーンに」 

「13. 気候変動に具体的な対策を」 に貢献するものしてと位置付けられる。 

 

 

 

 

3. プロジェクトの評価及び選定のプロセス 

環境面での目標、規準、プロジェクトの評価・選定のプロセス、環境・社会リスクの特定・緩和・管理に関するプロ

セスが示されている。プロセスは、環境・社会に配慮したプロジェクトを選定するように定められている。評価・選定

のプロセスは適切である。 

(1) 環境面での目標 

 ふくおかフィナンシャルグループでは、2021 年 10 月に取引先の環境・社会課題解決、脱炭素社会に資する

ファイナンスを「サステナブルファイナンス」と位置づけ、その累積実行額目標を「2020 年度から 2030 年度

までに 2 兆円（うち、環境 1 兆円）」とした。 

 「FFG グリーン預金」は、FFG のサステナビリティ活動への取組において、預金と融資をつなげる形で実践する

ものである。本グリーン預金の適格クライテリアでは再生可能エネルギーを掲げており、「気候変動の緩和」を

推進する。 

 

(1) 預入金融機関：福岡銀行、熊本銀行、十八親和銀行、福岡中央銀行 

(2) 通貨：円貨 

(3) 募集対象 : 法人 

(4) 最低預入額：1,000 万円 

(5) 預入期間 : 1 年間  

(6) 適用利率 : 自由金利型定期預金（大口定期預金）の金利 

(7) 募集期間 ： 2024 年度の初回募集においては 2 か月間を予定 
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(2) 規準 

 適格基準は、「太陽光発電、風力発電、地熱発電、バイオマス発電（持続可能な原料または廃棄物に限る）、

小規模水力発電、蓄電池（容量市場、卸電力事業、需給調整市場等の電力市場を活用して電力事業を行

う、蓄電池事業に対する融資）」である。 

(3) 評価・選定の判断を行う際のプロセス 

 本使途の選定にあたっては、ふくおかフィナンシャルグループのサステナビリティ方針を考慮し決定した。充当

対象となる個別のプロジェクトが環境改善に資するものであるか、環境・社会への影響がないかを融資実行段

階で確認することに加え、営業統括部が適格プロジェクトを抽出する際に改めてプロジェクトの適格性を確認

する。 

(4) 環境・社会リスクの特定・緩和・管理に関するプロセス 

 ふくおかフィナンシャルグループでは、融資業務における環境・社会への配慮のため、「環境・社会に配慮した

融資の取組み方針」にて、福岡銀行、熊本銀行、十八親和銀行、福岡中央銀行において禁止する融資、取

組みに際し留意する融資を定めている。 

 環境・社会に潜在的にネガティブな影響がないかは個別案件の融資実行時点において確認され、本グリー

ン預金の適格プロジェクト抽出時にも改めて確認がなされる。 

 

4. 調達資金の管理 

調達資金をグリーンプロジェクトに充当するための追跡管理の方法、未充当資金の運用方法が示されている。

調達資金の管理は適切である。 

 本グリーン預金による調達資金の充当管理は営業統括部が行う。調達資金総額、使途への充当済資金、

未充当資金は、電子ファイルにて管理する。 

 全ての調達資金が充当されるまでの間は、未充当額と充当額の合計が調達資金全額と整合するように管理

し、これらの確認はグリーン預金から対象使途への資金充当があった都度実施する。全てのグリーン預金に

よる調達資金が充当された後は、調達資金額が調達資金から使途へ充当された累計額と一致するよう、ま

た、使途へ充当された累計額が預金資金額を上回るように管理する。 

 半期に 1 回、充当先である適格プロジェクトのポートフォリオ残高とグリーン預金残高を比較し、ポートフォリオ

残高が預金残高を上回っていることを確認する。 

 未充当金額が発生した場合には、現金または現金同等物、短期金融資産等で運用する。 
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5. レポーティング 

開示のタイミング、方法、開示事項が示されている。環境改善効果に係る指標は環境面での目標に整合してい

る。レポーティングは適切である。 

(1) 開示の概要 

 レポーティングの概要は以下の通り。 

 開示事項 開示タイミング 開示方法 

資
金
充
当
状
況 

 充当したプロジェクトの内容 
 グリーン預金残高 
 融資残高 
 未充当金額 

年に 1 回以上開示 
FFG および傘下銀
行各行のウェブサ
イトで開示 環

境
改
善
効
果 

CO2 排出削減（見込）量  

 

 FFG のウェブサイト上で資金充当状況と環境改善効果を年に 1 回開示する。大きな状況の変化があった場

合には、適宜開示する。 

 

(2) 環境改善効果に係る指標 

 環境改善効果は、環境面の目標である「気候変動の緩和」に整合する定量指標として CO2 排出削減（見

込）量で示される。充当先の再生可能エネルギーのプロジェクトの発電実績に関する情報（見込みの場合は

想定発電量など）を取得し、発電実績に CO2 排出係数を乗じることで CO2 排出削減（見込）量を計算する。

なお、環境改善効果の開示はポートフォリオ単位で実施される。 

 

 

        以 上
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